
　

■水無月

◆
４
月
の
歳
時
記
◆

「
四
月
十
日
は
駅
弁
の
日
」

旅
の
想
い
出
、
駅
弁
が
誕
生
し
た
の
は
明
治
１
０
年
の
梅
田
駅
、
神
戸

駅
、
１
８
年
の
宇
都
宮
駅
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
当
時
売
ら
れ
て
い
た

駅
弁
は
、
「
握
り
飯
と
漬
物
」
と
い
う
お
粗
末
な
も
の
。
汗

今
の
よ
う

な
豪
華
な
駅
弁
が
登
場
し
た
の
は
、
な
ん
と
明
治
２
２
年
の
「
姫
路
駅
」

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

元
祖
で
あ
る
「
ま
ね
き
食
品
」
の
竹
田
氏
に
よ
る
と
、
明
治
２
１
年
に

山
陽
鉄
道
の
姫
路
駅
と
兵
庫
駅
と
が
結
ば
れ
た
の
を
機
に
、
初
代
の
竹
田

木
八
が
駅
弁
事
業
を
開
始
。
初
代
の
奥
さ
ん
が
姫
路
一
大
き
な
料
亭
の
娘

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
料
亭
の
宴
会
後
に
持
ち
帰
る
よ
う
な
経
木
に
入
れ

た
立
派
な
弁
当
を
作
っ
た
そ
う
。
そ
の
「
幕
の
内
辨
當
」
た
る
や
、
鯛
塩

焼
、
伊
達
巻
、
焼
蒲
鉾
、
玉
子
焼
き
、
大
豆
昆
布
佃
煮
、
牛
蒡
、
蕗
、
百

合
根
、
筍
、
人
参
、
空
豆
、
き
ん
と
ん
、
奈
良
漬
、
梅
干
し
の
入
っ
た
上

折
、
白
米
の
入
っ
た
下
折
の
二
重
の
折
り
詰
め
と
い
う
豪
華
版
。
内
容
だ

け
で
な
く
値
段
も
料
亭
仕
立
て
。
汗

話
題
に
は
な
っ
た
も
の
の
高
価
す

ぎ
た
た
め
売
れ
ず
倒
産
の
危
機
に
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
日
清
戦
争
が
起

き
状
況
が
一
変
し
ま
す
。
「
軍
都
だ
っ
た
姫
路
で
、
多
く
の
軍
人
が
広
島

に
向
か
い
、
駅
弁
需
要
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
盛
り
返
し
た

ん
で
す
。
」
（
竹
田
氏
）
こ
れ
か
ら
戦
場
に
向
か
お
う
と
い
う
列
車
の
中

で
、
兵
士
た
ち
が
食
べ
た
姫
路
駅
の
駅
弁
。
切
な
い
で
す
ね
。
泣

同
社
は
こ
れ
ま
で
何
度
か
、
元
祖
幕
の
内
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
「
揚

げ
物
は
な
く
、
味
の
ご
ま
か
し
が
き
か
な
い
煮
物
、
焼
き
物
ば
か
り
で

し
ょ
う
。
素
材
の
良
さ
と
料
理
人
の
腕
が
問
わ
れ
る
品
で
す
。
さ
す
が
に

料
亭
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
今
の
時
代
、
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
健
康
に

気
を
つ
け
る
女
性
く
ら
い
で
す
ね
～
」
と
竹
田
氏
。

同
社
の
駅
弁
販
売
の
ピ
ー
ク
は
、
大
阪
万
博
が
開
か
れ
た
昭
和
４
５
年
。

そ
の
２
年
後
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山
ま
で
開
通
す
る
と
、
売
り
上
げ
は
一

気
に
落
ち
、
代
わ
り
に
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
催
事
で
の
販
売
が
重
要
に
。
た

だ
し
催
事
で
は
、
牛
肉
や
魚
介
類
な
ど
の
名
産
品
を
前
面
に
出
し
た
弁
当

が
人
気
を
博
し
ま
す
。
「
う
ち
も
『
あ
な
ご
め
し
』
や
『
牛
め
し
弁
当
』

が
よ
く
売
れ
ま
す
が
、
軸
は
や
っ
ぱ
り
幕
の
内
。
目
立
つ
事
は
な
い
け
ど
、

毎
日
食
べ
て
も
い
い
と
思
え
る
存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
（
竹
田
氏
）

幕
の
内
駅
弁
に
と
っ
て
苦
境
が
続
き
ま
す
が
、
元
祖
老
舗
は
、
兵
庫
県
の

食
材
に
こ
だ
わ
る
お
か
ず
で
勝
負
を
続
け
て
い
ま
す
。
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ワシントンに咲く伊丹の『桜』 電報：「サクラ サク」
アメリカ・ワシントンにあるポトマック河畔の見事な

桜並木は、実は明治時代に日本から贈られたもので、

それも伊丹市にルーツがあるそうです。

明治42年、当時の東京市長より二千本の桜がアメリ

カに寄贈されました。しかし桜に害虫が大発生し、焼

却処分になってしまいます。次は害虫に強い桜を贈ろ

うと、「接木（つぎき）」の方法で丈夫な苗木を育て

る計画が立てられ、当時、台木（接木の台にする木）

づくりで高い園芸技術を持つ、伊丹東野村に白羽の矢

がたちます。丈夫な台木に接ぎ木された苗木約六千本

は、明治45年、横浜港から出港され、無事アメリカに

到着。河畔に並ぶ日米親善の桜の木は、その後も多く

の人々によって守られ、今も美しい花を咲かせていま

す。毎年ポトマック公園で行われる「桜まつり」は大

統領夫人による植樹式など、今ではなくてはならない

春の一大イベントとなっているのだとか。その後、大

正4年にはアメリカから感謝のしるしとして、花言葉が

「返礼」というハナミズキが。また桜が贈られて

から90周年を記念して2003年にはワシント

ンの桜の子孫樹が日本に贈られ、その「里帰

り桜」は伊丹市の瑞ヶ池公園に植樹されてい

るそうです。

昭和３１年頃、地方の学生の為に早稲田大

学が行った「合格電報」。合格ならば「サク

ラ サク (桜 咲く)」、不合格ならば「サクラ

チル (桜 散る)」というのが電報の文句とし

て使われたそうです。この事が他大学へ広ま

り、後には大学によって特色のある文句が生

まれました。

御茶ノ水女子大の合格文は、オチャ カオ

ル（お茶 香る）、静岡大学の合格文は、フ

ジサンチョウ セイフクス（冨士山頂 征服

す）、東京商船大学では合格は、トラトラト

ラ、不合格は、チンボツ（沈没）、三重大学

は、イセエビ タイリョウ（伊勢海老 大

漁）、奈良教育大学の合格は、ダイブツ ヨ

ロコブ（大仏 喜ぶ）、不合格はダイブツノ

メニナミダ サイキコウ（大仏の目に涙 再

起乞う）大阪大学歯学部の合格、ニュウシ

ハエル（乳歯 生える）、高知大学の合格は、

クジラガ ツレタ（鯨が 釣れた）不合格は

クジラ シオフク（鯨 潮吹く）などご当地

にちなんだ文句があったり、血も涙もない不

合格文句や、優しすぎて逆にツラい文句まで

あり、当事者でないのをいい事にプッと、吹

いてしまいました。笑


